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日程：2015 年 9月 25日（金）　　場所：The Geological Society (Burlington House)（英・ロンドン）

　増え続けている世界人口がますます海岸域に集中し，また，2004 年インドネシアと 2011 年東北日本で起きた
津波とその甚大な被害を背景に，ますます津波による被害とそのリスク評価が社会的に注目されるテーマになっ
ています．この背景に，日本地質学会とイギリス地質学会 (The Geological Society of London̶GSL) が 2 つの
連携するシンポジウムを企画しました．1 回目のシンポジウムは日本地質学会のもとで企画され，昨年 9 月の鹿
児島大会の一部としてすでに開催されました（ニュース誌 2014 年 11 月号学術大会報告を参照）．その主要なテー
マは日本列島で起きた津波と津波モデリングでしたが，2 回目のロンドンシンポは，大西洋沿岸域とヨーロッパ各
地に主眼をおき，取り分け津波ハザードとリスク評価に着目します．本シンポでは，地球科学者とリスク評価の
専門家が一緒に津波ハザードについて包括的に議論できる場を提供します．シンポジウムの後，日本大使館でリ
セプションも予定しています．

　イギリスはあまり津波と関係のない国と思われますが，実は 1755 年リズボン地震の後イギリス西南部に津波被
害の記録があり，前史でもノルウェー近海で起きた海底地滑りによる大規模な津波がスコットランド北部を襲っ
た地質学的な記録があります．このストレッガスライドというイベントに由来する津波の痕跡を見学するために
シンポの前に 2 日間の見学ツアーを予定しています（9 月 22～23 日）．シンポの口頭発表は全て招待講演ですが，
ポスター発表を募集しています．詳細は下記HPをご覧下さい．また本紙裏表紙も合わせてご参照ください．

The Geological Society of London と日本地質学会共催の津波シンポジウム

Arthur Holmes Meeting　
Tsunami Hazards and Risks: Using the Geological Record

HP: http://www.geolsoc.org.uk/ahm15　　連絡先：Jess Aries <jess.aries@geolsoc.org.uk>

申込・問い合わせ：一般社団法人  日本地質学会
　電話　03-5823-1150　FAX03-5823-1156   e-mail: main@geosociety.jp

広報誌ジオルジュ　一括割引購入のご案内広報誌ジオルジュ　一括割引購入のご案内
　日本地質学会では広報誌「ジオルジュ」を発行しています
（年2回発行．定価250円）．　
　博物館・学校・研究機関などで，イベントでの配布物，友
の会へのプレミアグッズ,ストアなどでの販売物として，ジオ
ルジュを利用してみませんか．部数に応じて割引価格を設
定しておりますので，是非ご検討下さい．

【割引価格例】
　100部：20,000円（定価2割引）
　300部：52,500円（定価3割引） 
これ以外についてもご希望に応じてご相談承ります．

　毎号各地のジオパークの特集記事の掲載も企画してい
ます．ジオパークの広報の一環としてもご活用ください．

最新号（2014後期号）発行！
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積極的なご参加をお待ちしています！

広報委員の募集

日本地質学会広報委員会は，任期満了に伴いまして委員の
交代を行います．ニュース誌，geo-Flash，ホームページ，
ジオルジュ（ライター），ちーとも，プレスリリースなどの
学会広報活動に関心があり，ご協力頂けます方はご連絡頂け
ますようお願いいたします．地質学会広報の更なる飛躍のた
めに，積極的にご参加下さい．

連絡先：地質学会事務局（main@geosociety.jp）

締切：2 月18日（水）

表紙紹介

黄山は上海の西南西350kmにある白亜紀の花崗岩からな
る峰々．蓮花峰（標高1864ｍ），光明頂（1840ｍ），天都峰

（1810ｍ）をはじめとして標高1000ｍ以上の72峰が林立する．
この山水画のような世界は，花崗岩の割れ目の間隔が１ｍ
以下と狭い場所が多く，また年間降水量が2300mmに達す
る温暖湿潤なモンスーン気候とによって作られた．

日本から黄山に出かけるには，ソウル経由で黄山屯渓空
港を起点にするのが便利だ．そこから黄山の麓の温泉町，
湯口までは車で約１時間，翌朝にはローブウェイで山頂に
向かう．私は山頂に３泊し，２日目の早朝にこのような風
景に出会うことができた．

黄山　－山水画の世界－

写真・文：白尾元理



2015（平成27）年の年頭に当たり，日本地質学会理事会

を代表して，会員の皆様にごあいさつを申し上げます．こ

こでは，昨年の本学会の活動を総括し，今後の活動方針を

示したいと思います．

昨年の選挙により新執行体制となりました．新執行体制

は，“学”在籍の会長に“産”と“官”在籍の副会長を配し，

産学官の連携強化を図りました．月に１度開催される執行

理事会では，報告と審議の時間を短縮し，特定の問題に関

して集中して議論する時間を設け，それらの問題に対する

地質学会の対応を決定するようにしています．今後も，

“フットワークが軽く”，“汗をかく”執行体制を目指し，尽

力してまいりたいと思います．

本学会は，日本における地球惑星科学関連学会では，最

大規模の学会であり，その社会的責務は大です．よって，

本学会が学術団体として，地質学的知見に基づいて社会に

対して積極的に発言することは，本学会の重要な責務であ

り，地質学会は“物言う学会”であるべきです．これを踏

まえ，昨年は，国が実施した意見募集のうち，本学会に関

係の深い３件に関して学会としての意見を表明しました．

これらは，本学会のホームページで公開されておりますの

で，是非，目を通していただけますようお願いいたします．

昨年の学術大会は，「わがこっじゃっど，地質学」をテー

マとして鹿児島で開催されました．このテーマは鹿児島の

戒めである「ひとんこっちゃ，わがこっ」（他人のことも自

分のこと＝他人に起きた事でも，いつ自分に起きるか分か

らないので気を付けなさい）に因んでおり，地質災害が多

発する日本で自分の身を守って生き抜くためには，地質学

は自分に関わる「わがこっ」なのだという思いを表してい

ます．鹿児島大会では，一般シンポジウム「九州が大陸

だった頃の生物と環境」，国際シンポジウム「津波ハザード

とリスク：地質記録の活用」，小林哲夫氏の市民講演会「桜

島と諏訪之瀬島の大噴火と火山災害」が開催され，602件の

口頭・ポスター発表が行われました．また，市民向けのア

ウトリーチ巡検を含む，８コースの巡検も成功裏に行われ

ました．鹿児島大会での特筆すべき事項として，活発な国

際交流があげられます．大韓地質学会，タイ地質学会，モ

ンゴル地質学会，ロンドン地質学会の代表が参加したほか，

台湾の中央地質調査所からの参加者もありました．国際シ

ンポジウムは，昨年，学術交流協定を締結したロンドン地

質学会との共催で実施され，巡検（Traces of paleo-

earthquakes and tsunamis along the eastern Nankai

Trough and Sagami Trough, Pacific coast of central

Japan）を組み合わせた意欲的な企画であり，国内外の参

加者から好評を博しました．本学会が共催して鹿児島市中

央公民館で行われた地質情報展「地質情報展2014かごし

ま－火山がおりなす自然の恵み－」は内容が充実しており，

市民のみならず研究者にも好評でした．なかでも，会場の

床に展示された巨大な九州・沖縄地方の地質図は迫力があ

りました．鹿児島大会は地方での開催であったにも関わら

ず，参加者は834名に達し，活発な学術発表，国際交流，ア

ウトリーチ活動が行われたことより，成功と総括してよい

と思います．共催していただいた鹿児島大学大学院理工学

研究科，総合研究博物館，地域防災教育研究センター，後

援していただいた鹿児島県地質調査業協会，鹿児島県建設

コンサルタンツ協会に深く感謝いたします．また，現地実

行委員会の小林哲夫委員長，仲谷英夫事務局長，鹿児島大

学の教職員・学生の皆様，西日本支部の皆様，行事委員会

と学会事務局の方々，株式会社アカデミックブレインズ，

その他の鹿児島大会実施に御協力いただいた方々に厚く御

礼申し上げます．

地質学雑誌は本学会が出版する歴史と伝統のある月刊学

術誌であり，その安定した出版と内容の充実は極めて重要

です．しかし，1990年代以来，投稿数が減少しており，

2014年は１号あたりの掲載数が２～３編でした．さらに，

12号は出版に遅れを来してしまいました．このような状況

を打開するため，地質学雑誌編集委員会は，「講座」という

ジャンルの新設，ページ制限の緩和等の対策を講じました．

しかし，多くの理工系の学会では邦文学術誌を取り巻く状

況は厳しく，その維持のために様々な方策が採られていま

す．地質学雑誌も同様であり，抜本的改革が必要と思われ

ます．雑誌の性格付けを再検討し，記事の多様化を図ると

ともに，冊子体廃止・電子ジャーナル化あるいは隔月刊化

などが必要かもしれません．なお，山路　敦地質学雑誌編

集委員長によれば，Google Scholarでは，2009年からの学

術誌の統計情報を公開しており，h指数に基づく邦文学術

誌のランキングでは，地質学雑誌は，2014年12月現在，18

位に位置しているとのことです（h t t p : / / s c h o l a r .

google.co.jp/citations?view_op=top_venues&hl=ja&vq=ja）．

これは，地質学雑誌に掲載されている論文がコミュニ

ティーで高く評価され，引用されていることを示していま
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会長　井龍　康文
（東北大学大学院理学研究科地学専攻）

年頭にあたって



す．地質学雑誌の維持のためには，会員の皆様からの活発

な投稿が特効薬です．是非，投稿のほど，よろしくお願い

いたします．一方，Island Arcは2011年に投稿数が大きく

減少し，その影響で2012年のページが激減しましたが，そ

の後は回復基調にあります．しかしながら，インパクト

ファクターは1.0をわずかに上回ったところで，停滞してい

ます．なお，研究活動における不正行為が社会問題化して

いることを重く受け止め，本学会の学術雑誌（地質学雑誌，

Island Arc）が不正行為の場あるいは不正行為が行われた

研究の発表の場とならないよう，編集長に注意を喚起しま

した．また，本学会がサポートし英国地質学会が発行する

「Geology of Japan」の執筆・編集作業が進行中です．サイ

モン・ウォリス執行理事（国際交流担当）によれば，約８

割が完成したとのことです．早期の出版が期待されます．

昨年も大規模な地質災害が発生し，尊い人命が多数失わ

れました．本学会は地質災害に対しては，学術団体として

の立場から，災害が発生した地域の地質学的背景（地形，

地質，土質）等の情報を迅速に発信しています．昨年，発

生した地質災害のうち，南木曽ならびに広島市安佐南区で

発生した土石流，御嶽火山の噴火，長野県北部地震に関し

ては，それらの災害直後に，地質災害委員会が産総研地質

調査総合センターのホームページにリンクする形で，学会

ホームページを通じた情報発信を行いました．さらに詳し

い情報は，学術大会における緊急展示（ポスター発表）や

「日本地質学会News」の速報記事として発表されました．

これらの情報が，類似した自然条件（地形・地質を含む）

にある地域の防災・減災に役立てばと思います．なお，被

災地に出向き，調査を実施された会員の方々に深く感謝い

たします．

本学会は，ジオパークに関連する活動や地学オリンピッ

クに対し，積極的な支援を行っています．昨年までの活動

により，現在，国内の世界ジオパークは７地域（阿蘇が新

たに加わる），国内ジオパーク総数は35地域（立山黒部、南

紀熊野、天草が新たに加わり，天草と天草御所浦が合併）

となり，着実に増加しつつあります（http : / /www.

geopark.jp/）．地学オリンピックは参加者が増加しており，

2014年９月22～26日に開催された第８回国際地学オリン

ピック（スペイン大会）世界大会では３名が金メダルを，

１名が銅メダルを獲得しました．また，2016年８月20～28

日に開催が予定されている第10回国際地学オリンピック

（日本大会）は三重県で開催することが決定されており，そ

の準備も活発化しています．

高校における「地学基礎」の教科書の採択率は約30%に

上昇したものの，高校地学専門の教員在職率は10%未満と

聞いております．これは，高校生の約70%は地学の授業を

受けておらず，授業を受けている高校生でも，３分の２以

上（20%超）は地学以外の理科教員が担当する授業を受け

ていることを意味しています．したがって，さらに高校地

学の採択率を高め，地学の教員を増加させることは，学会

をあげて取り組むべき最重要課題と指摘されます．東日本

大震災や毎夏の集中豪雨等により，市民の自然災害に対す

る関心はかつてないほど高まっており，防災・減災教育を

高校地学のカリキュラムに取り込むことも考えてみるのも

よいかもしれません．そこで，次の学習指導要領改訂に備

え，現在の中学および高校における地学の教育内容を検討

するワーキンググループを廣木義久執行理事（地学教育担

当）の下に組織しました．

昨年は活発な国際交流が行われました．前記のように，

鹿児島での学術大会に大韓地質学会，タイ地質学会，モン

ゴル地質学会，ロンドン地質学会から代表が参加し，交流

を深めることができました．10月に学術交流協定が満期と

なったモンゴル地質学会とは，協定を延長しました．また，

鹿児島大会への台湾の中央地質調査所の参加を契機として，

中華民國地質學會との学術交流協定の締結に向けて検討が

進められています．このように，学術交流協定を締結する

海外の学会の数は増えましたが，重要なのは，交流の内容

です．学術交流協定に基づく国際交流をさらに活性化し，

学術上の成果を向上させるために，2007年に設置された学

術交流小委員会を中心として，各学会との従来の交流実績

を踏まえて，今後の事業を展開していきたいと思います．

2014年度の事業計画につきましては，今後の理事会にお

ける議論を経て策定するところですが，

１．長野における学術大会の成功．

２．Island Arcの国際的認知度の向上のための組織的な取

り組みの展開．

３．地質学雑誌のあり方に関する検討．

４．学術交流協定を締結している海外の学会との連携・交

流の強化・発展．

５．地質図記号の国際標準化の推進と普及ならびに層序単

元登録の体制整備．

６．高校における地学教育の充実と地学の教員増を目指し

た活動の実施．次の学習指導要領改訂に向けての提言

の発信．

７．日本の地質学を代表する立場にたった，学会声明や会

長コメントの積極的表明．

８．電子メディアによる情報発信，出版，アウトリーチ活

動を通じた「地質学を身近に」運動の積極的展開（「県

の石」の選定を含む）．

９．地質技術者の継続教育の充実．

10．防災・激災に対する積極的取り組みの実施．

11．学会組織の強化．

12．３年後の本学会設立125周年に向け，記念事業の計画を

策定するなど，準備を本格的に始める．

13．中期ビジョンの完成．

14．フィールドマスター認定制度の設計．

などに努めていきたいと思います．

末筆ではありますが，今年の皆様の御健康および研究・

事業の発展を祈念して，年頭の挨拶といたします．
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日本地質学会は，中部支部の支援のもと長野市若里の信

州大学長野（工学）キャンパスにて，第122年学術大会

（2015年長野大会）を９月11日（金）から13日（日）に開催

いたします．巡検は，開催日前日の10日（木），期間中の12

日（土），大会後の14日（月），15日（火）に全８コースの

実施を計画しております．

昨年2014年は，長野県は多くの災害に見舞われた年にな

りました．2014年７月９日の南木曽土石流，９月27日の御

岳山の水蒸気爆発，そして11月22日の長野県神城断層地震

です．南木曽の土砂災害，御嶽山の噴火では尊い命が犠牲

となっています．2014年には，長野県だけでなく，広島県

の土砂災害，西之島の噴火などの災害や地殻変動が続き，

変動帯にある日本列島に生きる私達にとって地質学がいか

に重要で，地質学の知識と教育，社会への貢献が求められ

ていることを実感した年でした．そのような状況の中，年

が明けた2015年９月に長野市で日本地質学会の第122年学術

大会を開催することになりました．実行委員会は，会員の

皆さまを始め，多くの市民にとっても実り多い地質学の研

究と学術情報の交流の場になるよう全力を尽くす所存です．

開催地の長野市と言えば，善光寺がすぐに連想されます．

善光寺は宗派に関わらず多くの庶民の信仰を集めている寺

院で，長野市はその門前町として多くの人々が訪れること

によって発達した町です．江戸後期になると，庶民の旅行

先として，善光寺参りが一般化していました．その中で，

７年に一度の善光寺御開帳の期間に発生した1847年善光寺

地震は8000人以上の犠牲者を出したとされますが，その中

には住民だけでなく多くの旅行者がいたと伝わっています．

このようなことから，災害における情報の重要性が日本に

おいて最初に認識され，様々な情報伝達がなされた事例で

あるかもしれません．この時の松代藩主真田幸貫は，自身

で視察をおこなうなど積極的に災害情報を集め，絵師によ

る詳細なスケッチとして残しています．また，松代藩は犀

川上流の天然ダムの湛水域を正確に把握して決壊を予測し

たため，地震の19日後に発生した洪水は善光寺平の広い地

域を直撃したにもかかわらず，その犠牲者は100人程度で

あった，と伝わっています．

さて，長野大会が開催される2015年は，善光寺御開帳の
年です．御開帳とは７年に一度，秘仏である御本尊のお身

代わり前立本尊を本堂に迎えて４月から２ヶ月間おこなわ

れる行事です．３月にはそれまで長野終点であった長野新

幹線が金沢まで延伸し，北陸新幹線と呼び名を替えること

になります．これにより東京，北陸方面からのアクセスは

格段に便利になります．さらに今年の９月後半の連休は，

敬老の日と秋分の日を合わせた５連休となり，他の団体の

大会も多くおこなわれるため，この時期に長野で1000人規

模の学会を開催することは，宿泊施設の問題から困難と判

断して，その前の週の11日から13日に会期を設定しました．

信州大学は理学部および本部を松本市の松本キャンパス

に置き，１年次の共通教育を松本でおこなっていますが，

今年の夏季休業期間には松本キャンパスの共通教育棟のほ

とんどが改修工事に入っており，教室の数，および工事に

よる騒音との兼ね合いで開催が困難と判断し，改修の終了

している長野市の工学部を会場とすることといたしました．

長野市若里にある長野（工学）キャンパスには地質学会の

会員はおらず，松本キャンパスの理学部と長野（教育）

キャンパスの教育学部の会員が中心となり，皆さまのお世

話をすることになります．また，長野（工学）キャンパス

は大人数を収容する教室が少ないので，記念講演，授賞式，
および懇親会を長野駅東口のメルパルクで開催します．市
民講演会はホクト文化ホールで，産業技術総合研究所地質

調査総合センターとともに実施する地質情報展は長野駅善
光寺口側のトイーゴという施設にある長野市生涯学習セン
ターで開催します．長野（工学）キャンパスからホクト文

化ホールへは北へ５分程度，さらにメルパルクのある長野

駅東口まで約15分，長野駅北口（善光寺口）から北へ10分

ぐらいで情報展会場，さらに北へ10分ぐらいで善光寺門前

に至ります．参加者にお泊まり頂くホテルは駅周辺に多く

あり，会場は長野駅を中心に徒歩20分の範囲内に南北に並

んでいます．宿には善光寺の宿坊というオプションもあり

ます．市民講演会は，信州の火山噴火と善光寺地震などの

糸魚川－静岡構造線に関連する地震災害についての講演を

予定しており，市民講演会，懇親会，情報展と市内をめぐ

りながら，様々な情報を持ち帰っていただけると思います．

これまで述べましたように，従来の学術大会に比べて，

会場面でのご不便をかけるところもございますが，多くの

皆さまが地質学会長野大会にご参加していただき，研究交

流，情報交換，親睦の場としてご活用ください．本州の中

心にあり，新幹線利用で東京からは約１時間30分，金沢か

らは１時間で長野駅に着きます．空路は信州松本空港（福

岡，札幌便），羽田空港，北陸地域の空港利用が便利でしょ

う．実行委員会一同，講演会場，シンポジウム企画，巡検の

実行などに努力を重ねております．活発で実りの多い大会に

なりますように，皆さまのご参加をお待ちしております．

大会予告はニュース誌５月号を予定しています．

2015年日本地質学会長野大会実行委員会

委員長　公文富士夫

事務局長　保柳康一
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日本地質学会第122年学術大会
長野市信州大学長野（工学）キャンパスにて，
2015年 9 月11日（金）～13日（日）に開催



第122年学術大会（長野大会）は，中部支部のご協力のもと，
信州大学工学部（長野市）をメイン会場として2015年９月11日

（金）～13日（日）に開催されます．御嶽山の噴火や長野県北西
部神城断層地震など災害が発生し，地質学会学術大会は一般市
民の方をはじめ，多くの方から注目されるものとなるでしょう．
長野大会では，多くのセッション開催を可能にするよう，必要
十分数の会場（部屋）を確保する予定です．ポスター会場につ
いては，近年のポスター発表重視の方向を満たすスペースを確
保します．

トピックセッションを下記要領で募集します．本大会も前回
同様，シンポジウムの一般募集はありません．シンポジウムは
長野大会実行委員会および学会執行部が企画します．

１．セッション概要
セッションは例年通り「レギュラーセッション」，「トピック

セッション」，「アウトリーチセッション」に区分します．レギ
ュラーセッションは前回の鹿児島大会と同じ25タイトルを予定
しています（レギュラーセッションは３月下旬に行事委員会が
決定します）．

２．トピックセッション募集
トピックセッションは，広く地質学の領域に属し，これから

新分野あるいは注目すべき分野になりそうな内容を扱うものと
します．形式はレギュラーセッションと同じです（口頭発表お
よびポスター発表：口頭発表は15分間で，進行も15分刻み）．
多くの参加者が見込まれる，魅力あるセッションを積極的にご
提案ください．締切後，行事委員会が応募内容を慎重に検討し，
最大８件程度のトピックセッションを採択する予定です．

３．トピックセッション招待講演
トピックセッションの招待講演には前回（鹿児島大会）と同

じルールを適用します．
１）招待講演は１セッションにつき最大２名とし，会員，非会

員を問いません．世話人が「自分を招待する」ことは認め
ません．

２）発表時間（質疑応答を含む）は世話人が15分または30分の
いずれかを選択できます．なお，１人の発表者（招待講演
者を含む）が１つのセッションで口頭発表できるのは１件
です．

３）招待講演者の選定理由とその裏付けとなる情報（セッショ
ンテーマに関連した代表的な論文，著書等）が必要です．

４）会員招待講演者が招待講演の他に非招待の発表を１件申し
込む場合，発表負担金はかかりません．さらにもう１件

（招待講演の他にセッションで２件）発表する場合は負担
金がかかります．

４．応募方法
トピックセッションを応募する会員は，次の項目内容を日本

地質学会行事委員会宛（main@geosociety.jp）にe-mailでお申
し込み下さい．
１）代表世話人（＝連絡責任者，会員に限る）の氏名（和・英），

所属（和・英），メールアドレス，緊急時の電話番号
２）セッションタイトル（和・英）
３）共同世話人の氏名（和・英），所属（和・英），メールアド

レス
４）趣旨・概要（400～600字）
５）招待講演の有無

有の場合
5-1）招待講演者の氏名（和・英），所属（和・英），会員/

非会員の別
5-2）招待講演の発表希望時間（15分または30分）
5-3）招待講演者の選定理由（100～200字）
5-4）選定理由の裏付けとなる，セッションテーマに関連

した代表的な論文・著書等
６）他学協会との共催希望の有無，有の場合は名称
７）時間（原則半日（３時間）以内ですが，詳細はお問い合わ

せください）
８）地質学雑誌またはIsland Arcへの特集号計画の有無（でき

る限り特集号を計画してください）
９）その他（英語使用等）

５．採択方法
応募多数の場合や他セッションと内容が重複する場合，行事

委員会は学術的なインパクトや緊急度を考慮して採択を決定し
ます．採択されたトピックセッションはニュース誌５月号（５
月末発行予定）で公表し，講演募集を行う予定です．演題登録

（講演申込，講演要旨投稿）締切は６月下旬を予定しています．

６．非会員招待講演者の参加登録費
非会員招待講演者に限り参加登録費を免除します（ただし要

旨集は付きません）．

７．世話人が行う作業（７月）
代表世話人には，講演要旨校閲，講演順番決定などの作業を

７月中旬に行っていただきます（詳細は採択後にお知らせしま
す）．その期間，代表世話人は電子メールで添付ファイルを送
受信できるようにして下さい．野外調査や乗船等で通信が制限
される場合は，共同世話人（代理）にあらかじめ作業を依頼し，
その旨を行事委員会に必ず報告してください．

ご不明の点があれば行事委員会（main@geosociety.jp）まで
お気軽にお問い合わせください．
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トピックセッション募集　締切2015年3月16日（月）
日本地質学会行事委員会

長野大会に向けてのスケジュール

122年学術大会（長野大会）に向けてのスケジュールの
概略をお知らせします．例年とほぼ同じ日程です．各項目
に関して，余裕をもってご準備お願いします．

１月末 （ニュース誌１月号）トピックセッショ
ン（TS）募集開始

３月16日（月） TS募集締切
５月下旬 （ニュース誌５月号） 長野大会予告記

事．演題登録・講演要旨受付開始
６月下旬 演題登録・講演要旨受付締切．ランチョ

ン・夜間小集会申込締切．
８月上旬 巡検参加申込締切
８月中旬 大会参加登録・懇親会参加申込締切
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
９月10日（木） プレ巡検
９月11日（金）～13日（日）地質学会第122年学術大会（長

野大会）
９月14日（月）～15日（火）ポスト巡検



１．公募事項（公募要領を参照）

（1） 拠点間連携共同研究

２．申請資格：国立大学法人，公，私立大学

及び国，公立研究機関の教員・研究者又はこ

れに準じる者．

３．申請方法：所定の様式に必要事項を記載

のうえ，拠点間連携共同研究申請用HP

（https://www.pasreg.jp/reg/top/dprieri/au

thor）より，Web申請してください．様式は

以下のHPに掲載されています．

東京大学地震研究所の共同利用のHP

<http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/sharing/>

京都大学防災研究所の共同研究のHP

<http://www.dpri.kyoto-u.ac.jp/web_j/

index_topics.html>

４．研究期間：研究期間は，平成27年４月か

ら平成28年３月までとする．

５．審査と採否：東京大学地震研究所（以下，

地震研）と京都大学防災研究所（以下，防災

研）が共同で設置する拠点間連携共同研究委

員会において一次審査がなされ，最終的には

地震研の共同利用委員会と防災研の共同利

用・共同研究拠点委員会が採否を決定しま

す．採否の決定は，平成27年３月末までに行

われ，結果を研究代表者に通知します．研究

計画の内容が共同研究の公募の趣旨に沿って

いることが重要です．

６．申請期限：平成27年２月６日（金）【厳守】

【問い合わせ先】

東京大学地震研究所研究支援チーム（共同利

用担当）

〒113-0032 東京都文京区弥生１-１-１

電話：03-5841-5710，03-5841-1769 

FAX：03-5689-4467 

E-mail：k-kyodoriyo@eri.u-tokyo.ac.j

京都大学宇治地区事務部研究協力課共同利用

担当

〒611-0011 京都府宇治市五ケ庄

電話：0774-38-3350 

FAX：0774-38-3369 

E-mail：kyodo@dpri.kyoto-u.ac.jp

東京大学地震研究所と京都大学
防災研究所平成27年度
拠点間連携共同研究の公募
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「消防防災科学技術研究推進制度」は，消防

防災行政に係る課題解決や重要施策推進のた

めの研究開発を委託する競争的資金制度で

す．

平成27年度においては，「科学技術イノ

ベーション総合戦略2014」（平成26年６月24

日閣議決定），「世界最先端IT国家創造宣言」

（平成26年６月24日閣議決定），「日本再興戦

略」改訂2014（平成26年６月24日閣議決定）

等の政府方針や消防防災行政における重要施

策等を踏まえ，下記のとおり研究開発課題を

募集します．消防庁では，本制度により得ら

れた成果を，消防防災の現場活動の高度化や

消防法令上の技術基準等，国民が安心・安全

に暮らせる社会の実現に活用していくことと

しています．

１．募集締切

平成27年３月６日（金）12時まで

２．対象とする研究開発課題

テーマ設定型研究開発：消防庁があらかじめ

テーマを設定したもの

１年間，２年間又は3年間で，対象とする

技術ごとに設定する目標時期までに，所要の

成果を達成出来る期間を提案下さい．

テーマ自由型研究開発：テーマ設定を含め，

提案を受け付けるもの

原則１年間（実用化や現場への導入につい

て，消防・防災機関のニーズが存在するもの

は最大２年間）

※平成27年度においては，テーマ設定型研究

開発を優先的に採択することとしていま

す．

公募要領や応募方法については，

府 省 共 通 研 究 開 発 管 理 シ ス テ ム e -

Rad<https://www.e-rad.go.jp/index.html>

よりご参照下さい．

＜担当＞

消防庁総務課（消防技術政策担当）中越・和

田

Tel：03-5253-7541 Fax：03-5253-7533

Mail：t.wada@soumu.go.jp

「消防防災科学技術研究推進制度」
平成27年度研究開発課題の募集

この研究発表会は，様々な専門分野の研究

者が一堂に会し，アイソトープと放射線の理

工学，ライフサイエンス，薬学，医学への利

用技術を中心とした研究およびその基礎とな

る研究の発表と討論を行い，各分野間の知見

と技術の交流を図るものです．奮ってご応

募・ご参加ください．

主催　日本アイソトープ協会

共催　日本地質学会　ほか

会期：2015年７月８日（水）～７月10日（金）

会場：東京大学弥生講堂（東京都文京区弥生

１-１-１）

http://www.a.u-tokyo.ac.jp/yayoi/map.html

（１）内容：それぞれの研究分野において，

専門的な成果を得た放射性同位体，安定

同位体や放射線の利用研究，およびこれ

ら利用の基礎となる研究．少なくとも一

部に未発表の部分が含まれていること．

（２）発表者の資格：発表者の一人が本発表

会の主催，共催又は協賛学・協会の会員

であること．

（３）発表申込区分 ：WEBサイト参照

（４）発表形式：口頭発表またはポスター発表

（５）口頭発表時間：１件15分（発表12分，

討論３分）

（６）ポスター発表：１件の発表に展示パネ

ル（横115cm×縦170cm）１枚を用意し

ます．

（８）申込締切：2015年２月27日（金）

（９）講演要旨 ：口頭発表，ポスター発表と

も，１件につきA４判用紙１枚．要旨原

稿の書き方と見本は，ダウンロードして

ください．

（10）講演要旨原稿締切 ：2015年４月10日

（金）

（11）参加費：4,000円（学生は無料）

要旨集　3,000円（消費税含む）

問い合わせ先

アイソトープ・放射線 研究発表会 事務局

公益社団法人日本アイソトープ協会

学術振興部　学術・出版課内　担当：須貝

〒113-8941 東京都文京区本駒込２-28-45

TEL：03-5395-8081 FAX：03-5395-8053

http://www.jrias.or.jp

第52回アイソトープ・放射線
研究発表会 発表論文の募集

ご案内

本会以外の学会およ

び研究会・委員会か

らのご案内を掲載し

ます．

各賞・
研究助成

日本地質学会に寄せられ

た候補者の募集・推薦依

頼等をご案内いたしま

す．



独創的で優れた研究実績にもとづいて指導

的役割を担える方を希望します．

４．着任時期：できるだけ早い時期

５．応募方法：自薦もしくは他薦（他薦の場

合は，ご本人が了解されていること）

６．提出書類：

（a）略歴書（学歴および職歴）

（b）これまでの研究・教育業績の概要

（1500字程度）

（c）研究業績目録（査読論文とそれ以外の

総説，著書などに分類）

（d）主要な原著論文別刷５編以内（PDF

ファイル可）

（e）今後の研究計画（1500字程度）

（f）研究・教育に対する抱負（1500字程度）

（g）応募者に関して所見を伺える方２名の

ご氏名および連絡先（住所，電話番号，

電子メールアドレス）

（h）他薦の場合は，推薦書および上記事項

（a）-（d）の概要がわかる書類

７．応募・推薦の締切：平成27年３月６日

（金）

８．書類提出先：〒113-0033 東京都文京区

本郷７-３-１

東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学

専攻事務室

９．問い合わせ先：〒113-0033 東京都文京

区本郷７-３-１

東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学

専攻　多田隆治

電話番号：03-5841-4523

e-mail：ryuji@eps.s.u-tokyo. ac.jp

＊当専攻の詳細は，http://www.eps.s.u-

tokyo.ac.jp/をご覧下さい．
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教員・職員公募等の求人ニュ

ース原稿につきましては，採

用結果をお知らせいただけま

すようお願い致します．

公募

１．公募人員：教授　１名

２．公募分野：地球惑星システム科学分野

３．応募資格：博士の学位を有し，大学院お

よび学部教育における講義および実験・実

習を担当できる方．幅広い分野に精通し，

東京大学大学院理学系研究科
地球惑星科学専攻教員の公募

け接してもらいます．

３）記者に，プレス発表以外に従来よりも多

くの学術情報を提供することによって，市

民に興味がある研究を発掘・紹介できる可

能性が増します．

徳橋会員はハイライトのねらいや設定され

た背景についてはご理解いただいているよう

ですが，その結果予想される事態に危惧され

ています．私たちは徳橋会員が指摘される危

惧はあるものの，以下の理由により，ハイラ

イトは有意義であると考えています．最近の

地質学の研究分野は細分化され，より専門化

されたため，自分の研究分野以外の研究が見

えにくくなっており，ほかのセッションへの

参加も少ない傾向がみられます．特にまだ経

験の浅い学生や院生にとっては，その思いは

強いのではないでしょうか．また，世話人の

方々には講演要旨の校閲をして頂き，その中

からプレス発表の候補やハイライト講演を選

んで頂いています．大変なご助力のもと学術

大会は成り立っています．

そのような現状の中，セッションの主催者

側にはそのセッションを盛り上げるためにハ

イライトを積極的に利用してアピールの場と

して頂きたいと考えています．セッションを

魅力的にするために招待講演が認められてい

ます．しかし招待講演数は制限があり，招待

講演とならない講演も多くあることでしょ

う．そのような講演をハイライトとして紹介

頂き，セッションをもり立てて頂きたいと考

えています．また学生や院生に対しては，わ

かりやすく導入するガイダンスになると期待

されます．

地質学会は現在，会員減少の傾向が続き，

理事会においても地質学会に入会することで

会員にメリットがあるようにするにはどのよ

うにすべきかを検討しています．その一つと

して，ハイライトを通して，細分化された分

野間の理解，若年者への理解の手助けになり，

学術大会が活気に満ちたものになることを

願っています．これらの点をもう一度会員各

位にご理解いただき，ハイライトの継続にご

協力頂きたいと考えています．またいくつか

の問題があることも確かですので，今後，検

討を重ねていきたいと思います．

（行事委員長　竹内　誠）

まだまだご意見はあるかと思いますので，

幅広いご意見をお待ちしております．（ニュー

ス誌編集委員長）

会員の皆様からのご意見をお待ちしており

ます．（行事委員長）

ニュース誌2014年11月号の「会員の声」欄

において，徳橋秀一会員より学術大会におけ

る「ハイライト」の設定に関する御意見を頂

きました．その趣旨は，学術大会に不慣れな

方（学生など）を念頭に「おもしろそう，注

目すべき，ぜひ聞いて欲しい」発表を世話人

に選んでもらい，ハイライトとして紹介文を

書いてもらうことに対し，発表者を不平等に

扱い，セッション世話人に負担を強い，その

結果として学問分野と学会の行く末を案じる

御意見でした．

ハイライトのねらいは次の３点です．

１）「このセッションでこんな注目すべき発

表があります」という情報を会員に提供し，

セッションが盛り上がる方向に作用すると

期待できます．

２）会場で（何だかよくわからず）ウロウロ

しがちな学部生や院生にわかりやすく情報

提供し，おもしろいサイエンスにできるだ

会員の声

「ハイライト」に関する徳橋秀一
会員の御意見に対するコメント
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写真１．全セッション合同懇親会

IS：衛星による極域研究の進展　（17/10）

個別セッション（２日，３日）

OS：宙空圏（22/33）

OG：地圏（９/13）

OM：極域汽水圏（20/23）

OA（E）：南極隕石（40/５）

OB（E）：極域生物圏（17/50）

以上12のセッションをみると，地質学会会

員の教育・研究と多少とも関連するセッショ

ンが，地圏以外にも少なくない．そこで本報

告では，筆者の参加した地圏セッション以外

のセッションにも目を向けて記述する．

地圏セッションは12月２日の１日だけで，

口頭発表９題とポスター13題があった．午前

中は地形・氷床・重力等の報告３題と，韓国

の南極地学観測が紹介された．同国が北ビク

トリアランドのTerra Nova湾に，今年２月

に開設した越冬基地を中心として取り組む観

測が注目される．差し当たりは隕石探査と地

球環境関係の測定・調査が主体のようであ

る．午後はポスターセッションの後，固体地

球分野で５題の講演があり，南極や関連地域

の高度変成岩の岩石学で，流体の挙動に関す

る研究などが多かった．

ポスターセッションは講演会場前の広いロ

ビーで，地圏汽水圏と宙空圏を合わせた３

セッションが行われた．ドゥローニングモー

ドランドやリュッツオホルム湾地域の岩石学

や，それを踏まえたテクトニクス考察が主で

あった．馬場らや大和田らの発表では，東西

ゴンドワナの境界とされているEAAOスー

チャーのテクトニクス解明に関わる重要な

データが示された．なお，同じ会場で行われ

表題のシンポジウムが12月２日～５日に東

京・立川の国立極地研究所で行われた．参加

者総数は500人前後で，そのうち国外参加の

講演者は20カ国58人と，なかなかの盛況で

あった．かつて日本の南極地質研究グループ

（JAGAR）が中心となって実施していた南極

地学シンポジウムは，この多分野合同シンポ

ジウムの「地圏」セッションとなっている．

地学関係ではほかに隕石や多分野横断型セッ

ションが設けられてきた．今回のシンポジウ

ムでは，以下の12セッションがあり，そのう

ち５セッション（E）では使用言語を英語と

していた．以下には英語セッション（E）と

口頭発表／ポスター発表の数（14/60など）

も示した．

特別セッションS（E）（４日）

極域科学のフロンティア－南極観測・北極観

測の新展開―（14/２）

分野横断型セッション（３日，５日）

IA：急変する北極気候システム及びその全

球的な影響の総合的解析―GRENE北極

気候変動研究事業研究成果報告会2014

―（以下，GRENEセッションと略記）

（14/60）

IB：南極海季節海氷域における生物地球化

学　（５/６）

IM：中層大気・熱圏　（13/13）

IP（E）：極域における多圏融合物理現象

（14/５）

IQ（E）：グリーンランド及び南極における

第四紀の気候変動・氷床変動と将来予

測（以下，グリーンランドセッション

と略記）（15/３）

た汽水圏のポスターでは若者の発表が多く，

また訪問者も大勢で活気があり，静かな地圏

セッションとの違いが目立っていた．

２日夕方から夜にかけて地圏と隕石の合同

懇親会があった．両セッション出席者の殆ど

全員が参加し，なかなか盛況であった．しか

し，両分野間の交流はあまりみられなかった．

隕石岩石学は変成作用の経緯メカニズムや太

陽系の歴史等で地圏の岩石学と共通点が多

く，議論するとお互いに得るところがある筈

だが，なかなかそうは行っていず，残念なこ

とである．

３日は一部の個別セッションが前日から引

き続いて行われた．２日に続いて全日行われ

た隕石セッションの発表は，隕石岩石学とも

言える発表が大部分であり，かつて南極地質

部門が関係した隕石収集に関する発表は皆無

であった．発表内容をみる限り，南極隕石に

特定しないで，一般の隕石岩石学も含めるの

が自然であろう．隕石収集や集積機構などは

地圏部門に入れるなどの方向も考慮できると

感じられた．

４日は１日中，特別セッション：極域科学

のフロンティア―南極観測・北極観測の新展

開―だけが行われた．海洋，氷床，気候等々，

これまで極地域で行われて来たさまざまな分

野の成果や今後の展開試案等が示された．地

球の気候変化に大きな役割を持つ極域におけ

る観測の重要性がいろいろな分野で強調され

た．筆者はとりわけ，太陽地球系現象の最近

10数年間の変動から，ここ数年間に始まりつ

つある太陽活動沈静期を示し，その低層大気

への影響に言及した門倉らの発表が，丸山茂

徳氏が指摘している地球寒冷化の始まりと整

合的であると思われ，興味深かった．また，

微生物地理区と極域ハビタットの発表（長沼

ら）では，A. Wegenerのゴンドワナマップ

と彼の大きな写真を懐かしく見ることができ

た．

４日夜には合同懇親会があり，100人前後

の参加者で賑わった．もっとも，初日と２日

目にすべてを終了した地圏や隕石の人たちは

少なく，特別セッションや分野横断型セッ

ションの気象，環境，雪氷，グリーンランド

学協会・研究会報告

第5回極域科学シンポジウム参加報告

吉田　勝（ゴンドワナ地質環境研究所）



目の成果報告会であった．またセッション

IQは，同研究所が国内の代表機関として参

加している国際プロジェクト「北グリーンラ

ンド氷床深層掘削計画（NEEM）」（14カ国

参加）に密接に関係していた．そのことも

あってか，これらのセッションには全国の大

学・研究機関から，院生クラスを含む若手研

究者の参加が多く，関係分野の活気と熱意は

著しいものがあった．

一方地圏セッションの発表数は従来の半分

ほどであり，２日の懇親会後の恒例の飲み会

も参加者が少なく活気がいま一つであった．

ここ数年地質の野外調査プロジェクトが空い

などの分野の人たちが多かったようだ．

５日は分野横断型のGRENEセッションと

グリーンランドセッションがあり，両セッ

ションともなかなかの賑わいで活気があっ

た．若い人の発表も多く，英語セッションで

は皆堂々と結構な英語で発表しており，最近

の日本の若い研究者らの高い国際性を垣間見

た気がした．

セッションIAは，極地研究所が代表実施

機関となって国内39研究機関・大学が参加し

ているGRENE北極気候変動研究事業の４年

たことや，最近にセロンダーネ地質の総括的

な論文を多数発表したことなどもあるが，こ

れまでの野外調査資料を活用する研究成果は

まだまだ出せる筈である．極域の地学研究者

が積極的に参加したくなるような企画を関係

者らで検討するシステムが必要と思われる．

一方，「一年に一回の極域シンポジウムには

必ず参加して発表する」という意気込みを，

極域研究を目指す若い研究者，学生達に持っ

てほしいものであり，また指導教員らの適切

な指導も期待したい．
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学協会・研究会報告

写真左上．GRENEセッションの前は活気に溢れていた

写真右上．GRENEセッションの会場風景，会場内にもポスター展示場

があった

写真左下．GRENEセッションと並行して行われたグリーンランドセッ

ションも参加者多数で質疑も活発，熱気溢れる会場であった

訃　報

次の方々が逝去されました．謹んで哀悼の意を表します．

正会員 吉川清志（2010年12月11日） 平井明夫（2014年12月21日）
今田耕二（2014年７月25日） 狛　　武（2015年１月７日）
中島和一（2014年９月13日） 済川　要（2015年１月10日）
青野宏美（2014年11月11日）

※ニュース誌には随時追悼記事を掲載しています．故人にご縁のある方などで，原稿をご執筆
頂ける方は，事務局までお問い合わせ下さい．



山に限定すれば富士山に次いで日本で２番目の標高をもつ大型
の成層火山である．山頂部は南北に連なり，その長さは約３km
におよぶ（写真１）．御嶽山は，約78万年前～40万年前に活動
した古期御岳火山と約10万年前から現在まで活動を続ける新期
御岳火山に区分され（Matsumoto and Kobayashi，1995；
Kioka at al., 1998など），両者の間には約30万年におよぶ長い休
止期間が存在する．古期御岳火山の噴出物は，南東麓の三笠山

（2,256m）を最高地点として，山麓地域に広く分布する（松本
盆地団体研究グループ，2002）．これに対して，新期御岳火山
の噴出物は，休止期間に侵食された古期御岳火山体の深い谷を
埋め，山頂にいたる御嶽山の主要な部分を構成している（山
田・小林，1988；中野ほか，1998）．御岳火山は，その長い活
動の中で溶岩の流出や降下テフラをもたらすような爆発的な噴
火を繰り返し（木村，1993；竹下，2004），結果として3000m
を超える巨大な火山に成長した．従来，最近の約２万年間は比
較的静穏な時期と考えられてきたが，近年になり過去１万年以
内に少なくとも３回のマグマ噴火を起こしたことが確認された

（鈴木ほか，2009；及川・奥野，2009；及川ほか，2014）．これ
らの多くの噴出物の中でも特に注目すべきものとしては，下末
吉海進にともなう海成堆積物を覆う御岳第１軽石（小林ほか，
1967）や房総半島の上総層群中でM-B境界付近のByk-Eに対比
される湯川テフラ５（竹下ほか，2005）がある．これらの降下
テフラは，御嶽山が数百kmも離れた地域に地層を形成するよ
うな大規模なプリニー式噴火を起こしてきたことの証である．
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2014年 9 月27日，御嶽山の噴火災害

竹下欣宏（信州大学教育学系理科教育グループ）

2014年９月27日午前11時52分，長野・岐阜県境に位置する御
嶽山の山頂付近で水蒸気噴火が発生した（気象庁，2014）．こ
の噴火により57名の方が亡くなり，未だ６名の方が行方不明と
なっており，雲仙・普賢岳の噴火を超える犠牲者を出す大惨事
となってしまった．亡くなられた方のご冥福をお祈りするとと
もに，被害にあわれた方，ご家族の皆様に心からお見舞い申し
上げます．

御嶽山2014年噴火の後，日本火山学会2014年秋季大会で緊急
防災シンポジウム（11月１日）と緊急学術セッション（同月２
日）が開催されたのみならず，新聞報道をまとめた緊急報道写
真集（信濃毎日新聞社，2014：10月27日発行）や研究者の分析
と救助現場からの報告を交えて噴火から生還した登山者の証言
を中心にまとめた書籍（山と渓谷社編，2014：12月15日発行）
が発行されている．余談ではあるが，写真集の方は発売後１週
間もしないうちに売り切れてしまい，著者は10月28日付の二刷
の入荷をまって購入した．これらの出来事は，今回の御嶽山の
噴火により，研究者だけではなく，社会全体がいかに大きな衝
撃を受けたかということを象徴しているように思う．ここでは，
御嶽山の成り立ちを簡単に紹介し，2014年９月27日の噴火をそ
の中に位置づけることにより，甚大な被害をもたらした今回の
噴火について考えてみたい．

乗鞍火山列の南部に位置する御嶽山（火山名としては御岳火
山と表記されることもある）は，標高3,067mの高山であり，火

図１　2014年９月28日の降灰調査のルート図．国土地

理院の数値地図200000（地図画像）「飯田」の一

部を基図として使用した．

写真１　木曽町柳又（東側）から望む御嶽山（2014年９月28日撮影）．噴煙は南の方へ流

れている．写真の左側の小ピークが三笠山（2,256m）．撮影地点を図１に示した．



文字の記録として残る御嶽山の噴火は，1979年10月28日の水
蒸気噴火が最初である（及川，2008）．その後，1991年と2007
年にごく小規模な水蒸気噴火が発生しており（木股，2010），
今回の噴火に至った．1979年と今回の噴火の噴出物量は，共に
約100万トン前後で同程度と見積もられている（前野ほか，
2014；宝田ほか，2014）．また，1979年の噴火では形成されな
かった火砕丘が，2014年の噴火では小規模ながら形成されたこ
となどから，今回の噴火ではより火口近傍に多量の噴出物が堆
積したことが推定されている（中野ほか，2014）．筆者は，噴
火翌日の９月28日には降灰調査（御嶽山降灰合同調査班，2014）
に参加し，木曽町開田から三岳にかけての降灰状況を確認した．
今回の噴火による降灰量は，筆者が調査したルート上では火口
の東北東に位置する開田床並付近でもっとも多かった（図１）．
この地点では火山灰が１mm程度の団粒となって火山灰混じり
の雨粒とともに降っていた（写真２）．1979年の噴火記録（山
田・小林，1988など）を参照すると，1979年の噴火も今回とほ
ぼ同じ方向に降灰の主軸をもっていたようで，床並付近では
５mm程度の厚さで火山灰が積もったと記録されている．しか
し，28日に床並で確認した降灰は厚さ１mmあるかないかであ
り，麓に降った火山灰の量は1979年噴火に比べると少なく，中
野ほか（2014）の推定と調和的である．

1979年噴火の火山灰は，数十年という短い時間でその多くが
侵食され，現在では山頂部から中の湯にかけてわずかに残存す
るだけである（及川・奥野，2008）．したがって，1979年噴火
は御嶽山を成長させるような活動ではなかったといえる．2014
年噴火も火口近傍に厚く堆積したとはいえ，1979年噴火と同規
模の噴火であるので，火山体の成長への寄与はほとんどないと
考えられる．つまりは，今回の噴火は，巨大な御嶽山の長い噴
火の歴史の中で見ればかなり小規模な活動であったと捉えるこ
とができる．2014年噴火後に出版された書籍のタイトルには

「大噴火」という文字が見られるが，それは私たち人間のス
ケール，しかも火口近傍にいた登山者として今回の噴火を捉え
た場合であることに注意を払う必要があるのではないだろう
か．

最後に，噴火から１ヶ月あまり経過した11月８日に，火山噴
火予知連絡会御嶽山総合観測班により火口近傍の堆積物の調査
がようやく実現した．著者もこの調査に参加する機会を得て，
山頂付近の堆積物を観察することができた．しかし，山頂付近
の堆積物は硬く凍結し（写真３），噴石の衝突痕など噴火後の
台風などにより失われた地質情報もあるため，十分な情報を現
場で読み取れたとは言いがたい．2014年噴火では，噴火の瞬間
が多くの登山者によって目撃され，火口近傍における噴火直後
の写真や映像，証言が数多く残された．これらの貴重な資料と
噴火により形成された堆積物を結びつけ，今回の現象を詳しく
理解し，救助活動や将来の防災に貢献するためにも，噴火直後
に安全を確保しながら迅速な調査が実施される必要性があった
のではないかと強く感じている．
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写真３　2014年11月８日の山頂付近の堆積物調査の様子（火山噴火

予知連絡会御嶽山総合観測班提供）．凍っているため、手

斧等を使用して試料を採取した．背後に見えるのは火山灰

が積もった山小屋の物置．

写真２　木曽町開田床並の降灰状況（2014年９月28日撮影）．１～

２mm程度の凝集火山灰が火山灰混じりの雨と一緒に降っ

たことが確認できた．
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2013年度Island Arc編集委員会報告

日本地質学会Island Arc編集委員会

日本地質学会の公式英文誌としてIsland Arc（IAR）が発行され

てから，今年で22周年となります．2013年からは，IARの出版が全

面的にオンライン化され，カラーによる図表類の出版に制限がなく

なっています．ここでは出版社であるWiley社から送られてきた出

版報告をもとに，IARの現状を日本地質学会の会員の皆様に御紹介

したいと思います．

第22巻に19編の論文を掲載

2013年発行の第22巻には36編の論文が掲載され，総ページ数は

564ページでした．このページ数は2012年の総ページ数349に比べる

と大幅な増加になっていますが，2013年の契約ページ数（825ペー

ジ）には大きく及ばない数字です．2013年度のページ数の増加は，

２つの特集号（第１号と第３号）が掲載されたことが大きな要因と

考えられます．

今後とも，特集号の掲載を積極的に図るとともに，幅広い学術領

域からの投稿を呼びかけていき，論文数や総ページ数の一層の増加

を図りたいと思っています．

第22巻掲載論文の第１著者の所属は，日本が27編で最も多く，続

いてアメリカ・中国（２編），韓国・モンゴル・オーストラリア・

ガーナ（１編）となっています．一方，論文の投稿数では，日本

（48編），中国（９編），イラン（８編）となっています．2012年以

降，イランからの投稿数が増加する傾向が認められますが，台湾な

ど近隣諸国からの投稿もみられるようになってきています．今後と

も，台湾・インドネシア・マレーシア・ニュージーランドなどのア

ジアやオセアニアの周辺諸国からの投稿を促す必要があると思われ

ます．

前年度のIFは1.0552

2014年６月にトムソンロイター社より2013年のインパクトファク

ター（IF）が発表されました．2013年のIARのIFは，残念ながら前

年よりわずかに低下し「1.0552」でした．2006年の0.762以降，2007

年の0.837，2008年の1.038，2009年の1.182と，わずかではあります

が上昇傾向にありましたが，2010年は1.027に下降し，2011年には

1.012となり，2012年は1.071とわずかに上昇していました．一方，

IARのGeosciences（Multidisciplinary）分野での位置は，2009年の

82位（153誌中），2010年の105位（165誌中），2011年の113位（170

誌中）と低下傾向にあり，2012年は113位（170誌中）で横ばいでし

たが，2013年は122位（173誌中）と再び低下傾向にあります．

IFは必ずしも雑誌や掲載論文の質を表すものではありません．

また，論文が内容ではなく，掲載雑誌のIFの高低で判断されると

いう弊害があることも指摘されています．しかし，最近は，論文の

投稿先を選ぶ際に，IFを考慮に入れる方が多くなっており，これ

は特に若手研究者に著しい傾向です．よって，IFの上昇は，IARの

発展のために欠かせない要件だと言えます．2013年IFの対象論文

（2011年および2012年にIARに掲載された論文）をみてみると，掲

載論文が未引用となっている場合が多く，これがIARのIF低迷の

原因の１つとなっています．「日本の研究者は，日本人の研究をリ

ファーしないことで，書いた論文のステータスがあがると思ってい

るようにみえる」という話をした海外の研究者がいるそうですが，

IARには質の高い論文が多く掲載されていますので，論文作成の際

には，積極的なIAR掲載論文の引用をお願い致します．また，関連

論文をWeb検索する際には，もっぱら論文のタイトルしか利用さ

れません．IARの論文には他の多くの雑誌同様に，キーワードが要

旨の下に掲載されていますが，Googleなどの検索エンジンではこの

キーワードは検索対象となりません．従いまして，非引用数を挙げ

るためには，論文のタイトルに適切なキーワードを含めておき，

Web検索され易くすることも重要です．論文タイトルを決める際

にはこの点にもご留意ください．

Island Arc賞

2014年の「Island Arc賞」は，

Dapeng Zhao, M. Santosh and Akira Yamada（ 2010）

Dissecting large earthquakes in Japan: Role of arc magma and

fluids. Island Arc, v. 19, 4－16

に授与されました．授賞式は日本地質学会121年学術大会（鹿児島

大会）において行われ，井龍会長から賞状と賞金が趙大鵬様に贈呈

されました．

最多ダウンロード賞

2013年の「最多ダウンロード賞」は，2008年～2012年に出版され

た論文のうち，2013年に最もダウンロードされた論文に対して，

Wiley社より与えられます．ただし，同一論文に複数回授賞しない

という制約があります．以上の規則に基づいた2014年最多ダウン

ロード賞は，

Hickman, A. H.（2012）Review of the Pilbara Craton and

Fortescue Basin, Western Australia. Island Arc, v. 21, p. 1－31.

に授与されました．

今後のIARに関して

2013年よりIARは完全電子ジャーナル化となっています．今後も，

完全電子化のメリットであるカラー図版の無料化とともに，受理か

らオンラインで論文が掲載されるまでの期間の短縮化を図り，さま

ざまな研究領域の学術論文を迅速に掲載できる国際誌として発展さ

せていいきたいと考えております．

前回ご報告しましたように，IARは地質学雑誌と同様，地球科学

に関する幅広い研究領域をカバーする国際学術雑誌です．最近では，

古生物や古気候，珊瑚礁，ハイドレート，CO2貯留，活断層などに

関する論文の投稿が徐々に増えてきています．今後もさまざまな研

究領域から論文の投稿数が増加されるよう，皆様にご協力頂きたい

と思います．

IARの論文数や引用度を向上させるための試みとして，特集号や

Review Paperの企画がこれまでに行われてきました．現在，新に

２つの特集号の企画が進んでいます．皆様方が関係される国内外で

の研究集会や学会で発表された論文に基づいて，新たな特集号の企

画や提案を編集事務局へお寄せ下さい．また，それぞれの研究分野

の学術動向に照らし合わせたReview Paperのご提案も心よりお待

ちしています．

2012年より伊藤　慎と海野　進が編集委員長を務めさせていただ

いていますが，2014年３月より編集事務局長は板木拓也が努めさせ

ていただいていております．

今後とも，皆様方には，IAR編集委員会に対しまして，御支援を

よろしくお願い申しあげます．

Island Arcは，年４回発行されます．最新号の

Vol. 23 Issue４が2014年12月に発行されました．日

本語要旨をニュース誌と学会ホームページ（http://

www.geosociety.jp）にも掲載しています．全文は

オンライン（http://onlinelibrary.wiley.com/journal

/10.1111/（ISSN）1440-1738）で無料閲覧できますの

で，是非ご覧下さい．

（Island Arc編集委員会）



中期ビジョンダイジェスト（前編）
（全文は，HPをご参照ください）

１．前中期ビジョン（2005）とその後の対応
前ビジョンは法人化を目前に，社会に向き合う体制づくりと

いうことで，情報発信に力点がおかれていた．そして社会各層
へのニーズ推定に基づいて7分野41項目の改革案が示された．
その後，日本地質学会は，「学術の振興と社会の発展に寄与・
貢献する」ことを目的に法人化し，前ビジョンが示した改革案
のほとんどを実行に移し，対応できる組織づくりを進めてきた．
しかし前ビジョンで指摘された課題，すなわち教育と普及の充
実，技術者・応用分野との連携，会員減少問題，学術振興，地
質学の社会的地位の向上などの達成度は未だ満足いくレベルで
はない．枠組みは整えられてきたので，次は各事業の充足化が
求められる．

２．新中期ビジョン
環境や災害など地質学に対する社会的要請の高まり，また学

界においても地球惑星科学連合やジオパークそして地学オリン
ピックなどの立ち上がりなど新しい変化に対応し，そして地質
学の更なる飛躍のために日本地質学会が中期的将来に為すべき
ことを具体的に提案する．特に地学教育，技術者・応用分野，
会員減少問題，学術振興，普及広報，学会運営に分けて提案す
る（学術振興，普及広報，学会運営は後編で掲載）．

地学教育については，日本で生活するうえで地学は不可欠の

知識であるにもかかわらず，高校地学の履修率の低さは深刻な
問題である．専門地学の履修率向上はもちろんだが，必須の教
養としての地学教育の必要性をアピールすべきである．地学教
育の振興のためにも，理科教師へのサポートが必要である．例
えば教育講師派遣，ジオパークと連携した地質巡検，免許更新
事業（公益法人化も視野に）に乗り出すべきである．そのなか
において地学オリンピックの急発展は特筆すべきであり，連携
を強くして更なる発展に貢献すべきである．

東日本大震災は日本地質学会のあり方を見つめ直す契機で
あった．技術者・応用分野については，地質災害には地質的背
景の解説を迅速に発信し，現地調査を実施し，その成果を積極
的に周知すべきである．また，技術者支援として技術者継続教
育（CPD）研修会を実施すべきである．野外調査技能継承のイ
ンセンティブとして，フィールドマスター認定制度といった民
間資格を創設して，フィールド教育をバックアップする．その
ほか企業の就職説明会の充実を図る．

長期的な会員減少は，学会運営のみならず，この分野全体の
沈下につながる問題である．入会キャンペーンやフィールドマ
スター認定制度との連携によって入会促進を図る．大会や雑誌
の魅力増進，CPD講習会，教員免許更新などの定着策を実施す
る．シニア世代には経験を活かした活躍や会費割引などを講じ
る．

※学術振興，普及広報，学会運営については来月２月号掲載予
定です．
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日本地質学会中期ビジョン中間報告と意見募集

日本地質学会の中期的な活動状況を振り返り，また次の中期的将来に為すべきことを会員の皆様とともに考えるために，理事会
は平成26年度中期ビジョンワーキンググループに提言を検討するよう諮問しました．ワーキンググループがこれまでに検討した素
案のダイジェストをニュース誌の今月号と来月号の２回にわたって掲載します．ご意見，ご助言などございましたらぜひお寄せ下
さいますようお願いいたします．素案の全文は，学会HPをご参照ください<http://www.geosociety.jp/outline/content0148.html>

平成26年度中期ビジョンワーキンググループ
坂口有人

意見募集締切：３月15日（日）

送付先：地質学会事務局
main@geosociety.jp

〒101-0032 東京都千代田区岩本町２-８-15井桁ビル６F
電話：03-5823-1150（代表） FAX:03-5823-1156
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2015年度（2015.4～2016.3）学部学生割引・院生割引会費の受付中

一般社団法人日本地質学会運営規則により，学部学生・院生（研究生）については，本人の申請

によりそれぞれ割引会費が適用されます．2014年11月17日（月）に一旦受付を締め切りましたが，

まだ申請書を提出していない方で，該当される会員は下記の書式にて申請書を提出してください

（郵送に限る）．最終締切りは，2015年 3 月31日（火）です．この期日までに申請書をご提出下さ

い．なお，これまで（～2014年度）の学部学生割引・院生割引会費についての申請受付は終了し

ていますので，2015年度分の申請のみ適用となります．

最終〆切（厳守）

2015年 3 月31日（火）

★注意★

毎年更新となりますので，次年度会費について該当する方は，必ず申請して下さい．

2015年度から社会人になるかたは，割引会費の申請はできません．
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2015年度の会費払込について
一般社団法人日本地質学会運営規則により，次年分の会費を前納下さいますようお願いいたします．2015年４月～2016年３月の会費額は

下記の通りです．

１．自動引落を登録されている方 12月24日（水）に引き落としを行いました．
2015年度分会費は12月24日に引き落としを行いました．請求書ならびに引き落とし通知の発行は省略させていただきますのでご了承下さい．

これより以前に不足額がある場合には加算され，余剰金がある場合はその分を減額して引き落としされています．通帳には金額とともに「チ

シツカイヒ」あるいは「フリカエ」，「SMBC」などと表示されておりますので，必ずご確認下さい．

２．上記以外の方（お振り込み）
12月中旬頃に請求書兼郵便振替用紙をお送りいたしました．折り返しご送金くださいますようお願いいたします．

３．自動引き落としをご利用下さい．
請求書に同封の書式にてぜひ自動引き落としの申込をお願いいたします（2015年６月にも引き落とし手続きを致します）．自動引き落とし

による払込をより多くの会員に積極的に採用していただきたく，ご理解とご協力をお願いいたします．自動引き落としを希望する方は，「自

動払込利用申込書」をお送り下さい．

一般社団法人日本地質学会　会計委員会

2015年度（2015.4～2016.3）
学部学生割引・院生割引会費

申請受付中！

一般社団法人日本地質学会運営規則により，学部学生・
院生（研究生）については，本人の申請によりそれぞれ割
引会費が適用されます．該当される会員は所定の書式にて
申請書を提出してください（本誌別掲，郵送に限る）．
＜注意＞
１．2015年４月から社会人になる方は割引会費の申請はで

きません．
２．毎年更新となりますので，次年度会費について該当す

る方は，必ず申請してください．

最終締切：2015年3月31日（火）

災害に関連した
会費の特別措置のお知らせ

日本地質学会では，災害救助法適用地域で被災された会員の
方々のご窮状をふまえ，以下の措置を取らせていただきます．
「日本地質学会に届出の住居または勤務地が災害救助法適用

地域に該当する会員のうち，希望する方」は2015年度（平成27
年度）会費を免除することといたします．

2014年度において，災害により被害にあわれた方のうち，こ
の措置の適用を希望される会員は，①会員氏名②被害地域③被
災状況（簡単に）を明記し，学会事務局までお申し出下さい．
お申し出の方法は，郵送，FAX，e-mailのいずれでも結構です．
締切は，2015年２月24日（火）までとさせていただきます．

※通常の会費払い込みについては，上記「2015年会費払い込み
について」をご参照下さい．

2015年１月５日
日本地質学会　会計委員会

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

会員資格 2015年４月～2016年３月分会費

※学部に在籍している学生の方，定収のない大学院生（研究生）の方で，それぞれ所定の書式で申請をされた方にのみ割引会
費を適用します．なお，2014年度までの学部学生割引・院生割引会費についての申請は終了しておりますので，2015年度会
費にのみ適用となります．

正会員 12,000円

〃　（院生割引）※　要申請 8,000円

〃　（学部学生割引）※　要申請 5,000円
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★西日本支部平成26年度総会・第
166回例会
２月21日（土）

場所：山口大学吉田キャンパス

講演申込締切：２月４日（水）17時

http://www.geosociety.jp/outline/content00

25.html

月　March
○3rd International Geoscience
Symposium:Project A in Korea

「地球史イベントの現在・過去・未来」

日本地質学会　後援　

３月４日（水）～５日（木）巡検：６～７日

参加申込締切：１月23日（金）

場所：KIGAM（韓国・大田広域市）

http://archean.jp

★2014年度東北支部総会・講演会・
シンポジウム
３月７日（土）～８日（日）

７日：シンポジウム

８日：総会・個人講演

場所：岩手大学工学部（盛岡市上田）

問い合わせ先：

支部長：土谷信高<tsuchiya@iwate-u.ac.jp>

幹事：越谷　信<koshiya@iwate-u.ac.jp>

○第４回学生のヒマラヤ野外実習ツ
アー
日本地質学会　推薦

2015年３月上旬出発（15日間）

http://www.geocities.jp/gondwanainst/geot

ours/Studentfieldex_index.htm

★関東支部：地学教育サミット・ジ
オパークと教育～楽しく元気に大地
の公園～
３月15日（日）10：00～16：00

場所：神奈川県小田原市生涯学習センター

けやき　大会議室

http://kanto.geosociety.jp/

第49回日本水環境学会年会
３月16日（月）～18日（水）

場所：金沢大学角間キャンパス

https://www.jswe.or.jp/

月　April
○北極科学サミット週間2015
４月23日（木）～30日（木）

場所：富山国際会議場

http://krs.bz/scj/c?c=98&m=21728&v=30e

dcf72

月　May
★一般社団法人日本地質学会第７回
（2015年度）総会
５月23日（土）15:00～（時間のみ予定）

場所：北とぴあ（東京都北区王子）

○日本地球惑星科学連合2015年大会
５月24日（日）～28日（木）

５

４

３

2015.１～

地球科学分野に関する研究会，学会，国

際会議，などの開催日，会合名，開催学会，開

催場所をご案内致します．会員の皆様の情

報をお待ちしています．

★印は，日本地質学会行事．

2015年
月　January

○北淡国際活断層シンポジウム2015
兵庫県南部地震から20年：大地震による災害

リスク軽減のための方策をあらためて考える

日本地質学会　後援

１月12日（月）～17日（土）

場所：兵庫県立淡路夢舞台国際会議場（淡路

市夢舞台１番地）

http://home.hiroshima-u.ac.jp/kojiok/

outline01j.html

○第23回地質調査総合センターシン
ポジウム

日本列島の長期的地質変動の予測に向けた

取り組みと今後の課題：数十万年過去を解明

し，将来を予測する技術・知見・モデル

１月16日（金）13:00～18:10

場所：東京秋葉原ダイビル２F秋葉原コンベ

ンションホール

https ://www.gs j . jp/researches/gs j -

symposium/index.html

○第60回日本水環境学会セミナー
「水質環境基準を取り巻く最新の動向」

１月30日（金）10：00～16：45

場所：自動車会館大会議室（千代田区九段南

４-８-13）

http://www.jswe.or.jp

○日本古生物学会第164回例会
１月30日（金）～２月１日（日）

場所：豊橋市自然史博物館

http://www.palaeo-soc-japan.jp/

月　February
○平成26年度海洋情報部研究成果発
表会
２月13日（金）13:10～18:00

場所：海上保安庁海洋情報部（江東区青海

２-５-18）

http://www1.kaiho.mlit.go.jp/

○第163回深田研談話会
「メタンハイドレート資源開発の現状と今後

の展開」

２月13日（金）14:00～16:00

場所：深田地質研究所研修ホール

http://www.fgi.or.jp/

２

１

場所：千葉県　幕張メッセ　国際会議場

早期投稿：１月８日（木）～２月３日（火）

24:00

通常投稿：２月４日（水）～18日（水）12:00

http://www.jpgu.org/meeting/index.htm

月　June
○地質学史懇話会
６月20日（土）13:30～17:00

場所：北とぴあ８階803号室（JR京浜東北線

王子駅下車３分）

澁谷鎮明：仮題「東アジアの地理学史」

中陣隆夫：仮題「田山利三郎の海洋地質学―

業績と評価」

月　July
○第52回アイソトープ・放射線研究
発表会
日本地質学会　共催

７月８日（水）～10日（金）

会場：東京大学弥生講堂（文京区弥生１-１-１）

http://www.jrias.or.jp/

○第13回微量元素の生物地球化学に
関する国際会議
日本地質学会　後援

７月12日（日）～16日（木）

場所：福岡国際会議場

http://www.icobte2015.org/index.html

○第19回国際第四紀学連合大会
（INQUA 2015）
日本地質学会　共催

７月27日（月）～８月２日（日）

場所：名古屋国際会議場

早期参加登録締切：２月28日（土）

http://inqua2015.jp/

月　September
★日本地質学会第122年学術大会
（2015長野大会）
９月11日（金）～13日（日）

プレ巡検：10日（木）

ポスト巡検：14日（月）～15日（火）

場所：信州大学工学部（長野市若里キャンパ

ス）ほか

○Arthur Holmes Meeting-Tsunami
Hazards and Risks: Using the
Geological Record
日本地質学会　共催

９月25日（金）

場所：The Geological Society（英・ロンド

ン）

プレ巡検：22日（火）～23日（水）

http://www.geolsoc.org.uk/ahm15

○第10回アジア地域応用質学シンポ
ジウム
日本地質学会　後援

９月26日（土）～27日（日）

場所：京都大学宇治おうばくプラザ

http://2015ars.com/

９

７

６

CA L E NDAR



日程：2015 年 9月 25日（金）　　場所：The Geological Society (Burlington House)（英・ロンドン）

　増え続けている世界人口がますます海岸域に集中し，また，2004 年インドネシアと 2011 年東北日本で起きた
津波とその甚大な被害を背景に，ますます津波による被害とそのリスク評価が社会的に注目されるテーマになっ
ています．この背景に，日本地質学会とイギリス地質学会 (The Geological Society of London̶GSL) が 2 つの
連携するシンポジウムを企画しました．1 回目のシンポジウムは日本地質学会のもとで企画され，昨年 9 月の鹿
児島大会の一部としてすでに開催されました（ニュース誌 2014 年 11 月号学術大会報告を参照）．その主要なテー
マは日本列島で起きた津波と津波モデリングでしたが，2 回目のロンドンシンポは，大西洋沿岸域とヨーロッパ各
地に主眼をおき，取り分け津波ハザードとリスク評価に着目します．本シンポでは，地球科学者とリスク評価の
専門家が一緒に津波ハザードについて包括的に議論できる場を提供します．シンポジウムの後，日本大使館でリ
セプションも予定しています．

　イギリスはあまり津波と関係のない国と思われますが，実は 1755 年リズボン地震の後イギリス西南部に津波被
害の記録があり，前史でもノルウェー近海で起きた海底地滑りによる大規模な津波がスコットランド北部を襲っ
た地質学的な記録があります．このストレッガスライドというイベントに由来する津波の痕跡を見学するために
シンポの前に 2 日間の見学ツアーを予定しています（9 月 22～23 日）．シンポの口頭発表は全て招待講演ですが，
ポスター発表を募集しています．詳細は下記HPをご覧下さい．また本紙裏表紙も合わせてご参照ください．

The Geological Society of London と日本地質学会共催の津波シンポジウム

Arthur Holmes Meeting　
Tsunami Hazards and Risks: Using the Geological Record

HP: http://www.geolsoc.org.uk/ahm15　　連絡先：Jess Aries <jess.aries@geolsoc.org.uk>

申込・問い合わせ：一般社団法人  日本地質学会
　電話　03-5823-1150　FAX03-5823-1156   e-mail: main@geosociety.jp

広報誌ジオルジュ　一括割引購入のご案内広報誌ジオルジュ　一括割引購入のご案内
　日本地質学会では広報誌「ジオルジュ」を発行しています
（年2回発行．定価250円）．　
　博物館・学校・研究機関などで，イベントでの配布物，友
の会へのプレミアグッズ,ストアなどでの販売物として，ジオ
ルジュを利用してみませんか．部数に応じて割引価格を設
定しておりますので，是非ご検討下さい．

【割引価格例】
　100部：20,000円（定価2割引）
　300部：52,500円（定価3割引） 
これ以外についてもご希望に応じてご相談承ります．

　毎号各地のジオパークの特集記事の掲載も企画してい
ます．ジオパークの広報の一環としてもご活用ください．

最新号（2014後期号）発行！
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